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For the purpose of improvement in the quality of current collection, we work around from the aspect of cars, contact 

wire and so on. The parameters for contact wire that dominated the quality of current collection are contact wire 

tension, height, gradient and deviation. Contact wire tension is the most important parameter for quality of work 

and maintenance. 

We developed new type tension meter with non・work with cutting of wire and examined various ways. We report 

the test data of developed tension meter that we got around to one's targets. 
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1. はじめに

架線・パンタグラフ間における集霞性能向上のために車両側、架線

側といったあらゆる方面、手法により検討・対策が実施されている。

集亀性能を決定づける架線パラメータとして電胆粥長力、電輯泉高

さ（勾配）、偏位等がある。そのなかでも電輯泉張力は集電性能に直

接影響を与えるものであり、施工および保全上において訊要な管理項

目である。

現在、架線張力を測定する場合、一般的には架線の引留箇所である

端末に、ロードセルまたは張力計を取り付けて測定する方法が行われ

ている。この方法は架線の破線作業が必要であるため、施刀峙はとも

かく、測定のために実作業が発生することは多大な労力がかかり効率

が悪い。さらにこの方法では引留近傍での張力を測定する場合には問

題ないが、電線の中央部分では線条をわざわざ切断する必要があるな

と叩実上測定することは困難である。

そこで箪者らは、電線を切断せずに簡易な方法で脹力測定が可能な

測定器を試作し、各種試験を実施してきた。 1)本論では、本測定器の

各種改良・試験の結果、開発目標を滴たす有効な成果が得られたので

その結果を報告する。
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2. 開発品の概要

本測定器は、測定対象の電線に打撃による振動を与え、その振動周

波数から張力を算出するものとし、その開発目標として、測定誤差は

士5％以下とした。

はな仕様）

〇 一人作業で測淀可能

〇 一定の力で打撃できるような構造である。

0 PDA本体のみで則定、計算、張力表示が可能，
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図1 開発品の概要



3. 各種試験結果

測定対象物であるトロリ線は単線構造であり摩耗すること、また吊

架線や補助吊架線等は亜鉛めっき鋼より線を代表とするより線構造

であることなどから、これらが振動特性に影響を及ぽす恐れがある。

それらを考慮し各種試験を検討・実施したので以下に示す。

3:1 トロリ線での精度検記田食

試作した測定器により当社研修センターの模擬架線にて試験を実

施したので以下に示す。この試験は架線の引留箇所にあらかじめ別の

ロードセルを直列に挿入し、張力を変更しながらロードセ）H直との比

較をおこなったものである。トロリ線での測定結果を図2に示す。

1
5
1
4
1
3
1
2
1
1
1
0
9
8
7
6
5
 

[

M

]

R

諮

6 7 

試番

図2

②
 

| -ヤー実張力
I .. •·・ ・ 測定張力

• 星• ‘ ● • • • 

/•·· 、........・... 
- . -...、

15 

13 

ーー

[

N

1

]

q
恙

／ 

8
 ，
 

10 

測定精度検証 (GT-SNllOmm2). 
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このように試番によりデータ値に少なからずバラッキがあり、開発

目標の測定誤差士5％を超えるものもあった。

これらの要因を調査するために各種所内試験を実施したところ、

① 電線固定金具とトロリ線との接続状態がトロリ線摩耗量により

異なる。

竜線固定金具の把持表面が繰り返し使用により損傷していた。接

触部の応力を試算したところ 30,000[N/皿n2]と塑性変形領域

であった。

これら事象が発生した理由は、開発当初の把持金具がV字型形状で

あったためであり、これを丸型形状のものに変更した。本対策により

対象物が摩耗トロリ線の場合に、測定の都度変動していた固有振動数

／張力特性曲線（以下回帰曲線と呼ぶこととする）力峨束し、安定な

測淀が可能となった。（図3)

. 3.2 醗噛訳笠瀦閲細試験

吊架線をはじめとするより線で各種試験を行ったところ下記のこ

とがわかった。

① より線重量が大きいほど測定精度にバラッキが大きくなる。

② 線条により曲咄生(EI)が異なるため、例えばStの2種、 3

種等、線種により測定に必要な周波数／張力換算曲線（以下

回帰曲線とする）を求める必要がある。
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図4 回帰曲線 <st180mm2)

特に〇粒浪淀精度に大きく影響を及ぽすため、抜本的な対策が必

要である。そこで我々は本対策として測定用ピックアッナマスの重

量を変化させ振動特距閲験を実施した。測定用のピックアップマス

付加により、測定によるバラッキがなくなり安定した測定が可能と

なった。（図4)

この成果から、単線を含むその他線条に対しても最適なピックア

ッブマスを探し、測定精度の向上を図ることができた。

以上の結果、表1のとおり対象全線種の標準使用張力値に対して

禎恨渾瑳を士5％以内におさめることができた

表 1対象線種表
●糧 纂庫使用棗力の士5%

GT・SNllO 

゜GT・M・SNl70 

゜GT・SN・W・MFI 70 

゜ST90 (2糧）

゜ST135 (2糧）

゜ST!35 (3種）

゜ST180 

゜HlOO 

゜PH160 
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一ー一対策後

我々は電線を切断せずに簡易な方法で張力測定が可能な測定器を

試作し、各種試験を実施した。本測定器の各種改良・試験の結果、開

発目標を満たす有効な成果が得られた。

今後本測定器を用いて架線の実張力分布等を調査し、いままで明確

でなかった架線の張力実態を把握するとともに、保全精度の向上、ひ

いては渠電性能の一暦の向上に努めていく。
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